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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

2 ＊ 0 0 1 6 1 2 3 0 3 3 1 2 1 0

10 ＊ 0 0 0 3 0 0 1 0 2 2 2 5 0 0

13 0 3 4 2 8 1 3 1 1 2 3 1 1 0 0

17 0 0 0 0 1 1 2 0 0 1 1 1 0 0 0

18 0 0 0 1 6 2 4 0 1 4 5 1 2 2 0

22 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0

23 ＊ 0 0 2 4 0 0 2 2 5 7 1 0 0 0

24 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1

32 ＊ 1 1 3 3 0 0 1 1 1 2 2 2 1 1

37 0 0 0 3 5 2 2 3 1 2 3 0 1 3 1

53 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

99 ＊ 0 2 7 8 3 3 1 2 0 2 3 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -

4 7 20 47 10 16 13 8 22 30 12 14 7 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

3 ＊ 0 0 3 7 0 0 4 2 3 5 3 7 1 0

23 0 0 4 0 2 2 2 1 0 0 0 0 0 1 0

24 ＊ 0 0 6 20 3 3 3 0 2 2 1 2 1 0

28 ＊ 0 1 3 7 0 0 3 0 6 6 1 0 1 1

31 0 0 1 3 0 0 1 2 0 2 1 0 0 0

46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0

79 ＊ 0 0 6 8 1 2 3 4 5 9 2 2 3 2

93 ＊ 1 1 3 9 0 0 4 2 2 4 2 0 2 1

0 ： - - - - - - - - - - - - - -

0 0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -

1 6 23 58 6 7 19 10 21 31 10 11 9 4

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 16.7% 39.7% 85.7%

Team / Coach: 二杉茂 -

合　　　計 55 200

0 - -

0 - -

0 - -

0 - -

0 - 23

0 - -

倉富 チアゴ 13 11

高橋 育美 9 29

森山 翔太 0 1

高松 秀太郎 2 10

二見 健太 6 38

南原 暎成 2 9

山﨑 翔梧 2 9

佐々木 隆成 15 33

ST BS MIN

藤澤 尚之 6 37
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天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 62 200

RATE 57.1% 42.6% 62.5%

0 - -

Team / Coach: 古屋孝生

0 - -

0 - -

藤田 渓舟 0 4

渡辺 景造 17 26

大野 巧人 9 21

岡田 卓也 8 21

酒井 智央 4 13

中西 琢斗 0 6

葛原 海都 4 21

松宮　大起 2 9

田中優志 副審 佐藤慎士

大竹 一雅 14 16

岡本 瞬 1 13

BS MIN

野中 和希 3 31

南 天仁 0 19
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記録 関西学生バスケットボール連盟

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評

72 55

敗チーム

天理大学

芦田・山田(大経大）

開始時間 17:40

会　　場 立命館大学

コ ー ト
勝ち点８

男子 2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.9.29

立命館大学

勝ち点7
試合ＮＯ 240

戦評

【総括】
ここまでお互い全勝の立命館大学と天理大学の注目のカード。両チーム共に一歩も引かない展開でスタートした。お互い全勝に恥
じないゲームになった。ロースコアになったのもが緊迫さを感じさせる。最終的に立命館が勝ったのは勝利への執念の大きさが天理
大を上回っていたからだろう。

【第1ピリオド】
試合開始早々#79倉富の好プレーで試合が始まった。両チームともに守りが堅く、ロースコアな試合展開が進む。立命館は#37岡
田が、天理大は#24佐々木が中心となり、両者一歩も引かないまま17－11天理大6点の有利で試合を終える。

【第2ピリオド】
第2ピリオドは立命館が流れを掴む。開始2分で#13大竹の3Pシュートで天理大を追い抜くと流れは切れることなく、立て続けに
シュートを重ねていく。しかし天理大が持ち直し点差を再び広げる。結果31－26天理大の5点リードで前半を折り返す。

【第3ピリオド】
後半開始2分、先制点を制したのは立命館＃23酒井、その後も＃32大野、＃99渡辺と連続得点で天理大との点差を縮め、開始4
分半遂に同点まで迫る。一方、天理大はいまいちリズムが掴めずオーバーフォーで立命館にフリースローを許してしまう。しかし、終
了間近、天理大＃3藤澤がチャージングをもぎ取り41-46で最終ピリオドへ闘志を?げる。

【第4ピリオド】
開始2分、天理大＃24佐々木がスカイウォーカーの名に恥じないプレーで得点、しかし、立命館のオフェンスの勢いを抑えることが
出来ず徐々に点差をつけられる。第4ピリオド折り返し、天理大は再起を図りタイムアウトを取る。そこから天理大は持ち味の、強固な
ディフェンスで立命館の得点を抑え、なおかつ、＃3藤澤を中心に得点を重ねる。しかし、立命館は最後まで天理大の得点を許さ
ず、62-55で注目のカードを制したのは立命館となった。

主審


